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船舶インシデント調査報告書 

 

                                平成２４年３月１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

                           委   員  根 本 美 奈 

                            

インシデント種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２３年１０月１日 ０８時３０分ごろ 

発生場所 千葉県房総半島南方沖 

千葉県南房総市所在の野島埼灯台から真方位２３４°１.５海里付近 

（概位 北緯３４°５３.２′ 東経１３９°５１.８′） 

インシデント調査の経過 

 

 

平成２３年１０月３日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（横浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

作業船 第八幸
こう

進
しん

丸、５トン未満 

２００－１９７０６千葉、東日本海洋建設株式会社 

１１.５０ｍ（Lr）×３.００ｍ×１.００ｍ、鋼 

ディーゼル機関、１２３.６０kＷ、平成２年４月 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５０年４月４日 

  免許証交付日 平成２１年４月６日 

         （平成２７年１月２４日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 主機冷却海水ポンプ駆動軸損傷 

インシデントの経過 本船は、船長が１人で乗り組み、潜水士１人を乗せ、平成２３年１０月

１日０５時３０分ごろ、千葉県富津市金谷港を出港し、房総半島南方沖を

茨城県鹿嶋市鹿島港へ向けて東進中、同日０８時３０分ごろ、船長が機関

室の異状を察知して機関室のドアを開けたところ、機関室内に水蒸気が充

満していた。 

船長は、直ちに主機を停止して各部の点検を行った結果、冷却海水量が

不足しているのを認め、航海の継続を断念して海上保安庁に救援を要請し

た。 

本船は、来援した巡視船にえい
．．

航されて千葉県館山市館山港に入港し

た。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 ５ 

海象：波高 約１ｍ 

その他の事項 本船は、船体の後部に操舵室が、その甲板下に機関室が配置されてお

り、機関室中央に主機が設置されていた。 

主機は、６シリンダであり、左舷前方に主機直結の冷却海水ポンプが取
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 り付けられており、冷却海水が、主機の左舷側船底に取り付けられた船底

弁からこし器を通って同ポンプで吸引され、清水冷却器で清水を冷却した

のちに左舷側に排出されるようになっていた。 

船長は、金谷港を出港する前、潤滑油量、清水量、冷却海水の排出量な

どの点検を行い、また、航海中は、時々冷却清水温度の点検を行ってい

た。 

船長は、水蒸気を認めて主機を停止したのち、冷却海水ポンプを点検し

たところ、主機が回転してもインペラが回転しないのを認めた。 

本船は、館山港で冷却海水ポンプの詳細な点検が行われた結果、同ポン

プ駆動軸のスプラインが損傷しているのが発見された。 

冷却海水ポンプ駆動軸は、本インシデントが発生した約２年前に実施さ

れた主機開放整備の際には、異状は認められなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

あり 

なし 

本船は、房総半島南方沖を東進中、主機冷却海

水ポンプ駆動軸のスプラインが損傷して同ポンプ

のインペラが回転しなかったことから、冷却海水

量が不足して冷却清水が過熱し、主機の運転を継

続できなくなり、運航不能になったものと考えら

れる。 

 本船は、進水後２１年以上が経過しており、経

年劣化により主機冷却海水ポンプ駆動軸のスプラ

インが損傷した可能性があると考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が、房総半島南方沖を東進中、主機冷却海水ポ

ンプ駆動軸のスプラインが損傷して同ポンプのインペラが回転しなくなっ

たため、冷却海水量が減少して冷却清水が過熱し、主機の運転を継続でき

なくなったことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・定期的に冷却海水ポンプ駆動軸のスプラインの点検を行うこと。 

 




